
ジェトロ「ビジネス短信」添付資料 
 

シカゴ・ワークスの 2021～2022年における主な取り組みおよび金額は以下のとおり。 

 

・市会議員プログラム（コミュニティーにおいて必要なインフラやサービスの改良を行う選択

肢を市議会議員に提供するプログラム）：2年間で 2億 1,600万ドル。 

・橋と高架橋：23の橋の交換のために 1億 6,430万ドル、37の橋の修理に 6,620万ドル、13の

地下道を修復するために 1,690万ドル。5つの高架橋で車両高制限の改善に 750万ドル。 

・街路と路地：舗装状態指数と車椅子を利用する障害者のための横断歩道の段差解消のニーズ

に基づいて、住宅および幹線道路の再舗装。また、新しい緑化した路地を 100創設するとと

もに WPA ストリート（1930 年代に整備された道路）の再建に 2億 5,040万ドル。 

・街路照明：4,000の老朽化した街灯柱の交換、300 ブロックの照明の交換、配線安定化の修理

に 1億 1,230万ドル。 

・信号機：信号機システムの現代化に 2,840万ドル。 

・歩行者用道路：利便性と安全性を高めるための歩道の修理に 1億 1,220万ドル。 

・専用道路：自転車レーン、優先バスルート、路面標示、重傷事故をゼロにするための歩行者

安全プロジェクトの改善に 4,900万ドル。シカゴ南部・西部エリアを含む 24の街並みの整備

のためのプロジェクトへ 1億 420万ドル。 1万 2,000本の木を植えるために 600万ドル。 

・水路：湖岸の再建と、商業用のきれいな水路を確保するための浚渫施設の拡張に 1,230万ド

ル。 

・施設：家庭支援センター、シカゴ公衆衛生局、シカゴ公共図書館などの公共施設の改修およ

びシステムのアップグレードに 1億 3,250万ドル。 

・機器：車両、機器、ITシステムの改良のために 1億 6,210万ドル。 

 

 


